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同囿、

・
後
継
に
期
待
若
手
研
究
者

ゴ
ビ
砂
漠
南
東
部
シ
ャ
ル
ツ

ァ
フ
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
か
ら

南
へ
約
１
談
。
鯛
査
隊
が
今
夏

の
〃
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
“
に

据
え
た
、
ボ
ー
ン
ベ
ッ
ド
（
骨

化
石
の
密
築
廠
）
を
発
掘
し
て

い
た
隊
員
の
手
が
止
ま
っ
た
。

大
型
噸
物
食
恐
趣
「
竜
脚
類
」

の
畏
い
首
に
ま
と
わ
り
つ
く
よ

う
に
、
肉
食
恐
電
の
歯
が
加
個

以
上
も
出
て
き
た
の
だ
。
し
か

も
大
き
さ
、
形
状
が
さ
ま
ざ
ま

あ
る
。「
大
き
い
歯
は
ア
レ
ク
ト
ロ

サ
ウ
ル
ス
。
小
型
の
は
ド
ロ
マ

エ
オ
サ
ウ
ル
ス
類
か
な
」
・
岡

山
理
耕
大
生
物
地
球
学
部
鱗
師

の
林
昭
次
さ
ん
（
錨
）
が
興
奮
気

味
に
施
す
。
骨
化
石
の
内
部
組

紙
を
解
析
す
る
「
ボ
ー
ン
・
ヒ

ス
ト
ロ
ジ
ー
」
の
国
内
第
一
人

審
で
今
春
同
大
に
赴
任
、
調
査

隊
は
初
参
加
だ
。

「
複
数
諏
の
肉
食
恐
竜
が
、

同
じ
『
痩
物
』
を
食
べ
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
林
さ

ん
の
考
察
に
待
つ
た
を
掛
け
た

の
は
、
同
学
部
講
師
の
実
吉
玄

賞
さ
ん
（
虹
）
。
地
層
チ
ー
ム
を

率
い
る
理
論
派
ら
し
く
コ
帯

は
洪
水
が
頻
発
し
て
い
た
よ
う

で
、
歯
が
流
れ
て
き
た
可
能
性

は
否
定
で
き
な
い
よ
」
と
、
太

古
の
騨
境
を
根
拠
に
指
摘
す

る
。
砂
漠
の
真
っ
た
だ
中
で
議

竜調査 一
可
■
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鯰
も
熱
を
帯
び
た
。
（
Ｉ
Ｐ
Ｇ
）
に
は
、
先
人
の
″
血

先
人
の
〃
血
筋
〃
率
が
睦
詞
攝
待
の
若
手
研
究

溺
年
目
を
迎
え
た
日
錘
共
同
日
本
側
隊
長
の
石
垣
忍
同
学

調
査
は
初
期
メ
ン
バ
ー
が
還
暦
部
教
授
（
腿
）
が
足
跡
化
石
研
究

前
後
に
な
り
、
両
国
の
恐
竜
学
の
「
後
継
者
」
と
期
待
す
る
の

を
担
う
人
材
育
成
も
大
き
な
目
が
、
研
究
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
直

標
だ
。
モ
ン
ゴ
ル
科
学
ア
カ
デ
伝
し
た
マ
イ
ン
バ
ヤ
ル
さ
ん

ミ
ー
古
生
物
学
地
斑
学
研
究
所
（
拠
）
。
注
目
を
鯉
め
た
世
界
最

若
手
研
究
者
の
（
左
か
ら
〉
マ
イ
ン
バ
ヤ
ル
さ
ん
、
林
さ
ん
、
チ
ン
ゾ
リ

ッ
グ
さ
ん
、
実
吉
さ
ん
。
日
華
共
同
濁
盃
の
未
来
を
担
う
同
志
だ

１
Ｉ

●

〃

＃
一

大
級
の
足
跡
化
石
の
発
見
者

だ
。
「
こ
の
足
跡
を
付
け
た
恐

竜
は
『
マ
イ
ナ
サ
ウ
ル
ス
』
・

僕
の
名
前
を
取
っ
て
愛
称
に
し

た
ん
だ
」
と
艇
邪
気
に
笑
う
ム

ー
ド
〆
ｌ
カ
ー
で
も
あ
る
。

ツ
ォ
ク
ト
バ
ー
ト
ル
所
長

（
卵
）
の
長
男
、
チ
ン
ゾ
リ
ッ
グ

さ
ん
（
弱
）
は
、
留
学
中
の
北
海

道
大
大
学
院
か
ら
帰
省
し
て
参

加
。
賜
気
な
マ
イ
ン
バ
ヤ
ル
さ

ん
と
は
対
照
的
な
学
者
タ
イ
プ

で
、
共
同
鯛
査
隊
が
数
年
前
に

掘
り
出
し
た
脚
化
石
が
新
種
の

オ
ル
ニ
ト
ミ
ム
ス
類
と
突
き
止

め
る
な
ど
、
鑑
蹴
眼
に
定
評
が

あ
る
。
「
恐
竜
研
究
は
論
文
化

ま
で
時
間
が
必
要
。
父
ら
が
そ

地
下
か
ら
く
み
上
げ
た
水
で
頭
を
洗
う
学
生
。

砂
漠
で
の
生
活
は
何
も
か
も
が
初
体
験
だ
っ
た 学生も貴重な経験

う
し
て
く
れ
た
よ
う
に
、
僕
ら

に
も
恋
世
代
へ
バ
ト
ン
を
つ
な

ぐ
役
割
が
あ
る
」

過
酷
だ
け
ど
新
鮮

今
夏
の
鯛
査
で
理
科
大
は
、

こ
れ
ま
で
数
人
規
模
だ
っ
た
学

生
の
参
加
を
大
幅
に
壇
や
し
、

哩
人
を
ゴ
ビ
に
派
遮
。
未
来
の

研
究
者
た
ち
が
置
璽
な
経
験
を

獄
ん
だ
。

飲
料
水
や
電
力
も
限
ら
れ
、

洗
溌
は
手
洗
い
、
ト
イ
レ
は
野

銘
ス
マ
ホ
も
使
い
物
に
な
ら

な
い
砂
漠
で
の
テ
ン
ト
生
活
を

「
過
酷
だ
け
ど
新
鮮
。
人
生
で

一
番
、
密
腫
の
磯
い
時
間
」
と

理
学
部
４
年
の
村
木
秀
画
さ
ん

（
瓢
竜
炎
天
下
の
発
掘
は
連
日
、

昼
休
憩
を
挟
み
８
～
岨
時
間
続

く
。
生
物
地
球
学
部
４
年
の
小

平
将
太
さ
ん
（
理
は
「
何
気
な

く
扱
っ
て
き
た
標
本
の
裏
側
に

あ
る
、
掘
り
出
し
た
人
の
苦
労

や
思
い
を
知
っ
た
」
と
か
み
し

め
た
。
学
生
で
唯
一
、
８
年
連
続
で

参
加
し
た
大
学
院
生
物
地
球
科

学
研
究
科
２
年
の
浅
井
瞳
さ
ん

（
鯉
）
は
、
来
春
か
ら
岡
山
県
内

の
地
質
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社

に
就
職
す
る
。
「
海
外
部
署
が

な
く
、
自
分
で
モ
ン
ゴ
ル
支
店

を
つ
く
り
た
い
。
実
績
を
積
ん

で
研
究
者
と
し
て
ゴ
ピ
に
戻
っ

て
来
ら
れ
た
ら
最
高
で
す
ね
」
。

ど
こ
ま
で
も
広
い
大
地
に
、
壮

大
な
夢
を
描
い
て
い
る
。

（
稲
垣
心
也
）

Ⅱ
随
時
掲
載


